
NEttiS登録番号
K丁-980368… A コンクリート用湿潤・保温養生マット

隋概要

コンクリート用湿潤・保温養生マット「Qマツト」は、コン

クリート施工における湿潤養生と保温養生を同時に行な

い、高品質のコンクリート構造物を構築することを目的と

したマットです。

湿潤養生を行うことにより、コンクリート表面からの水分

の逸散を緩和します。これにより、乾燥収縮ひび割れの

低減と、若材齢時における強度発現の遅れの防止を図

ります。

保温養生を行うことにより、気温の低い時期における温

度勾配に起因する温度ひび割れの低減と低温による強

度発現の遅れの防止を図|り ます。

「Qマツト」は、湿潤養生シートと保温養生マットの2層

構造で、それぞれ個別に敷設します。

・湿)問 養生シート・…吸水性アクリル繊維「ランシール。F」

を用いて新たに開発したシートです。

吸水後の形態安定性にすぐれ、一

度吸水した水を逃さず、養生水とし

て利用します。標準的な形状は、幅

lm、 長さ70m、厚さ約2mmです。

・保温養生マット・…グラスウール「マグウール」を特殊な

フィルムで密閉したマットです。湿

'問養生シートの上に敷き、外気温変動

の影響を軽減し、構造物を保温しま

す。標準的な形状は、幅lm、 長さ

7m、厚さ約50mmです。

鰈特長

「Qマリ司 は、以下の性能を有しています。

(1)湿潤養生効果

①「Qマツト」の湿潤養生シートは従来のコンクリー

ト養生マットに比べて10倍以上の初期保水量と

約5倍以上の保水時間を有しています。

②一回の散水のみで材齢28日 までの期間、コンク

リート表面の相対湿度を80%R.H.以 上に保つこ

とができ、構造物表面の湿潤性を長く保てます。

(2)保温養生効果

①「Qマツト」の熱伝達率は、従来のコンクリート養生マッ

トの1/2以下です。

②構造物中心部と表面部の温度差がノ」ヽさくな。ります。

③構造物全体が最高温度から安定温度に降下する際の

温度勾配が緩やかにな|り ます。

「QマリF」 1模式図

湿潤養生シート

コンクリート構造物
保温養生マット

FQマシ日
‐構1成

湿潤養生シ■ト



鉛1直1面相1対湿度測定結果

100

90

80

70

60

50

.40

130

‐20

10

.0

材齢(日 )

晰使用方法

「Qマツト」の使用方法は、以下の通|り です。

①コンクリートを打設します。

②通常、定期的な散水等によって湿潤養生を開始する時

期になり次第、湿潤養生シートを敷設し、一回だけ散水を

行います。次に、保温養生マットを湿潤養生シート上に敷

設します。

③材齢28日 程度までの養生期間であれば、当初の一回の

散水のみで構造物表面の湿潤性を保つ事ができます。

ただし、外気温が高い条件下や風の強い条件下では構

造物表面の湿潤性を適宜確認し、状況に応じて湿潤養

生シートヘの散水を行って下さい。

④なお、ダムの上下流面等、型枠があり、水平でない面に

対しても、型枠脱型後、②と同様の手順で養生が行えま

す。この際、保温養生マット下端にはカウンターウェイトを

設置し、マットの構造物に対する密着性の確保に留意し

て下さい。

⑤効果を最大限に発揮するために、養生期間はできる限り

長く設定して下さい。

「Qマット」は、戸田建設(株)の依頼により(財 )土木研究センターが技術審査証明した材料です。
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掏使用例・用途
「Qマツト」は多くのコンクリート構造物に用いることができ

ますが、特に、ダムやフーチング等のマスコンクリート構造物や

橋梁スラブ等の水平面の養生に最適です。

その他、ダムの上下流面、アンカレイジ、ケーソン等のマスコン

クリート構造物、カルバートボックスや各種構造物躯体等の都

市構造物で散水養生が困難な構造物の養生に効果的です。
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――中心部
――中心より1 50mm上

――中心より300mm上
――中心より430mm上

|―― 室温

●Qマット使用例 (橋脚基礎フーチング)

お問い合わせは

東洋紡 AP事業部
〒530-8230大阪市北区堂島浜二丁目2番 8号

TEL:06-6348-4193・ 4198 FA)(:06-6348-3752


